
iど,pュ 2.2_>げ引〕
新聞定価朝夕刊月ぎめ 4,350円 (うち消費税322円 )1部売り朝刊140円新 !                      

間

金沢の広場訴訟 最高裁判決

「集会の自由」

軽んじている

「広
場
は
市
庁
舎
の
二
部
」

裁
判
官
の
■
人
は
「違
法
」

金
沢
市
庁
舎
前
広
場
で
計
画
さ
れ
た
護
憲
集
会
を
市
が
不
許
可
と
し
た
の
は
集
会
の
自
由
を
保
障
す
る
憲
法
に

違
反
す
る
と
し
て
、
市
民
団
体
が
市
に
損
害
賠
償
を
求
め
た
訴
訟
の
上
告
審
判
決
で
、最
高
裁
第
二
小
法
廷
（長
嶺

安
政
裁
判
長
）
は
二
十

一
日
、
市
の
対
応
を
合
憲
と
判
断
し
、
市
民
団
体
の
上
告
を
棄
却
し
た
。
（太
田
理
英
子
）

裁
判
官
五
人

の
う
ち

四
人

の

多
数
意
見
で

「
政
治
的
対
立
が

み
ら
れ
る
論
点
で
集
会
が
開
催

金
大
・山
崎
教
授

金
沢
大
ヽ

山

崎
友
也

教
授

へ
憲
法
学
）
の
話
　
判
決
は
下

級
審
の
判
断
を
そ
の
ま
ま
受
け

入
れ
た
も
の
。
憲
法
の

「集
会

の
自
由
」
を
軽
ん
じ
て
い
る
。

護
憲
集
会
に
よ

っ
て
過
去
に
市

に
具
体
的
な
不
利
益
は
生
じ
た

こ
と
が
な
い
の
に
、
将
来
的
に

は
そ
の
危
険
‐性
が
あ
る
と
す
る

根
拠
が
明
ら
か
で
な
い
。

自
治
体
の
業
務
は
、
そ
の
政

策
や
方
針
の
決
定
を
担
う
首
長

や
議
員
が
政
治
的
に
選
ば
れ
て

い
る
時
点
で
、
政
治
的
に
中
立

で
は
な
い
。
反
対
派
か
ら
批
判

を
受
け
る
危
険
性
を
そ
の
都
度

考
え
て
い
た
ら
、
市
の
業
務
は

成
り
立
た
な
い
は
ず
だ
。

宇
賀
克
也
裁
判
官
は
反
対
意

見
で
こ
う
し
た
当
然
の
内
容
に

触
れ
て
お
り
、
最
高
裁
の
判
決

に
記
さ
れ
た
こ
と
に
は
価
値

が
あ
る
。
こ
の
反
対
意
見
が
示

す
方

に
将
来
的

に
判
例
が
変

わ

っ
て
い
く
こ
と
を
望
み
た

市
「今
後
も
適
切
に
運
用
」

「
市
民
の
自
由
な
発
言
が
制
約
さ
れ
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
。
不

当
な
判
決
だ
噌
。
原
告
で

「
石
川
県
憲
法

を
守
る
会
」
の
盛
本
芳
久
代
表
委
員
は

強

い
口
調
で
日
に
し
た
。
庁
舎
の
管
理

規
則
を
変
更
す
る
な
ど
し
た
金
沢
市
に
は

「
意
図
的

に
護
憲
運
動
に
圧
力
を
か
け

た
と
認
識

せ
ざ
る
を
え
な
い
」
と
述

べ

た
。

最
高
裁
で
判
決
を
聞
い
た
弁
護
団
長
の

岩
淵
正
明
弁
護
士
は
判
決
に
書
か
れ
た
反

対
意
見
を
評
価
。

「
わ
れ
わ
れ
の
主
張
を

ほ
ぼ
認
め
て
く
れ
て
い
る
も
の
。
金
沢
市

に
は
厳
粛
に
受
け
止
め
て
ほ
し
い
」
と
投

げ
か
け
た
。

金
沢
市
の
村
山
卓
市
長
は

「
最
高
裁
に

お
い
て
も
当
方
の
主
張
が
認
め
ら
れ
た
も

の
だ
と
受
け
止
め
て
い
る
。
今
後
も
適
切

な
運
用
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
の
談
話

を
出
し
た
。

【淵識E耐 F】 。辞⊂併劇鞘

引バ⊂併い0バ討研汁Iミ〈心

排〉湘劫「泌載軒引IN櫻刈§

討さ軒逆潮・濁M再髄針淵

淵じ汁Iぶ」が軒辟】l渦浬説

l濶耐い可lノ油―ド珂葺]T。討

⊂甜晋萬ヨ‖半調廊じM爵
珊購]|ンS討ハ謡N】〉湘lⅦl
鵡高田

"識

弾珊ノ油∞‐印塙

奸「封閤囃齢畔珊瀬三劇」

募回嵐]]|ノ併が9ギ萬済占

。辞力沸齢測皿‖灘刈い軒併
「託叫力軒剛6をNttpl↓心
鉾ココ|ノ§計さ軒鋪占Nサё
い絣ウ煎Ⅲ‖戯謂萬]|。畔耐F
再ヽёい軒卜J鞘胡N兇〉綿高
⑮づ針討瞬削期萬呂科川詭
澪醇討む簡σ熙ノ心畔辞辞

⊂併B団郎併ρ螂討む篇I萬
涌≫再M勇」再珊査帥隣糾
船引じⅥEE蝋報。こlI蝋簿単
⑮>.卜叫もVe>頓酎遊蝉
。洋⊂削熙勤藩琶螂呻

ノ
「
ユド⊂瑞課功迪]|。討⊂
曼氏遣≦卜「剪挫コ〉」Nじ牙逆ё計
だ謝誌併舵対「い討斡

前功遼剤ёttl口か軒灘高澪
勲バCI鮮立榔淑萬蒔尉器蓄

番澪③件ユⅡlコ 規討討叫劫
泌載さNY鞘耐鴻爵ё識ぶ心
】さ蝉Ⅱ卜郵」再珈占欝爵埓
通韻月H。討⊂整堂沖掛ドトE‖卜「じ富

暮国畑ヨ|ンロ淫再ドトH碑与∞

鴻難]HI細 ハ藩酋ゆlt鳳‖肝ё

畔鞘討S碍冷硼 ]冊揃試Diョ

Ⅶぶお萬日1詭手剤型Мl]|ノハ
ご時か軒潮高沖照弾珊討
(「稲荊ドト日}[lllじ】〉湘 ノ弾じ

ドもけ針⊂劇撃耐蕊酬じ】〉
洲珊鵬心甑勇③Σ苫赳剤浦
]1高常NトユOЮ乾ヨ1涌辟〉

じ閣
'

市
民
団
体

「意
図
的
な
圧
力
と
認
識
」

卜・‥‐蝉
沖
碑
欄
，関
Ｎ

却
副
難
輩
済

２
０
■
７
年
に
金
沢
市
庁
舎

前
広
場
で
の
護
憲
集
会
開
催
を

市
が

不
許
可
と
し
た
の
は
憲

法
が

保
障
す
る
集
会
の
自
由

最高裁

に
反
す
る
と
し
て
、
市
民
団
体

「石
川
県
憲
法
を
守
る
会
」
が

市
に

損
害
賠
償
を
求
め
た
訴

訟
の
上
告
審
判
決
で
、
最
高
裁

「剪障H〉再コ騨引」
ゆ湘離労翠群卦

さ
れ
れ
ば
、
市
の
政
治
的
中
立

性
に
疑
義
が
生
じ
う
る
」
と
判

断
し
た
。
庁
舎
管
理
権
と
集
会

の
自
由
を
巡
り
、
最
高
裁
が
判

断
を
示
す
の
は
初
め
て
。

判
決
な
ど
に
よ
る
と
、
原
告

の
市
民
団
体

「
石
川
県
憲
法
を

守
る
会
」
が
二
〇

一
七
年
、
護

憲
集
会
の
た
め
、
市
庁
舎
に
隣

接
す
る
広
場
の
使
用
を
申
請
。

市
は
拡
声
器
や
プ
ラ
カ
ー
ド
を

使

っ
た
政
治
批
判
な
ど
が
庁
舎

管
理
規
則
が
禁
じ
る

「特
定
の

政
策
や
主
義
に
賛
成
ま
た
は
反

対
す
る
目
的
で
、
威
力
や
気
勢

を
示
す
示
威
行
為
」
に
当
た
る

と
判
断
、
不
許
可
処
分

に
し

た
。

市
民
団
体
は
、
広
場
が
集
会

に
長
年
使
わ
れ
た
と
し
て
公
民

館
な
ど
と
同
様

の

「
公

の
施

設
」
と
主
張
し
た
が
、
判
決
は

庁
舎
の

一
部
で

「
一
体
的
に
管

理
、
利
用
さ
れ
て
い
る
」
と
指

摘
。
集
会
が
開
か
れ
れ
ば

「市

が
特
定
の
立
場
の
者
を
利
し
て

い
る
か
の
よ
う
な
外
観
が
生
じ

る
」
と
し
、
処
分
は
違
憲
で
は

な
い
と
結
論
づ
け
た
。

一
方
、
裁
判
官
五
人
の
う
ち

宇
賀
克
也
裁
判
官
は
反
対
意

見
で
、
広
場
は

「
公
の
施
設
」

に
当
た
る
と
し
、
不
許
可
処
分

に
正
当
な
理
由

が
な
く
違
法

と
指
摘
し
た
。
庁
舎
と
し
て
規

則
が
適
用
さ
れ
る
と
し
て
も
、

広
場
は
実
線
ど
し
て

「
パ
プ
リ

ッ
ク

・
フ
ォ
ト
ラ
ム

（公
共
の

言
論
の
場
）
」
で
あ
り
、

「発

言
内
容
を
理
由
に
不
許
可
に

，
る
こ
と
は
言
論
の
自
由
の
事

王
国
護
憲
集
会
の
不
許
可
尺
口憲
」

沸

金
沢
市
庁
仝爵
市
民
団
体
敗
訴
確
定

ノ

前
抑
制
に
な
る
」
と
付
言
し

た
。一
審
金
沢
地
裁
、
二
審
名
古

屋
高
裁
金
沢
支
部
は
と
も
に
、

団
体
側
の
訴
え
を
退
け
た
。

第
３
小
法
廷

（長
嶺
安
政
裁
判

長
）
は
２．
日
、

「合
憲
」
と
判

断
し
、
守
る
会
の
上
告
を
棄
却

し
た
。
庁
舎
管
理
権
と
集
会
の

自
由
に
関
す
る
初
判
断
で
、
裁

判
官
５
人
中
４
人
の
多
数
意

見
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

判
決
に
よ
る
と
、
守
る
会
は
‐

・７
年
５
月
、
憲
法
施
行
７０
周
年

集
会
を
開
く
た
め
広
場
の
使
用

を
申
請
。
市
は
、
市
庁
舎
の
管

理
規
則
で
禁
じ
る

「特
定
の
政

策
や
主
義
に
賛
成
、
反
射
す
る

目
的
の
示
威
行
為
」
に
当
た
る

と
し
て
不
許
可
と
し
た
。

判
決
は
、
庁
舎
は
公
務
の
た

め
の
施
設
で
道
路
や
公
園
な
ど

の
公
の
施
設
と
は
異
な
る
と
指

摘
。

「政
治
的
に
対
立
す
る
論

点
に
つ
い
て
集
会
が
開
か
れ
た

場
合
、
市
の
中
立
性
に
疑
義
が

生
じ
、
公
務
の
円
滑
な
遂
行
に

支
障
が
生
じ
得
る
」
と
し
、
不

許
可
は
憲
法
に
反
し
な
い
と
結

論
付
け
た
。

宇
賀
克
也
裁
判
官
は
、
広
場

は
庁
舎
の

一
部
で
は
な
く
公
の

施
設
だ
と
し

「抽
象
的
な
理
由

に
よ
る
不
許
可
処
分
は
違
法
」

と
の
反
対
意
見
を
付
け
た
。

判
決
後
、
守
る
会
の
岩
淵
正

明
弁
護
団
長
は

「市
に
は
、
反

対
意
見
を
十
分
尊
重
し
て
今
後

の
運
営
に
当
た

っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
た
。
村
山
卓
市
長

は

「市
の
主
張
が
認
め
ら
れ
た

と
受
け
止
め
て
い
る
」
と
コ
メ

ン
ト
し
た
。


